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今回の発表を通して、私たちの班は交通事故という身近でありながら複雑な問題について、多

角的に考える機会を得たと感じている。自動車事故だけでなく、自転車事故や未就学児・小学

生の飛び出し事故が増えているという現状は、日常生活の中でも実感しやすく、強い問題意識

を持って取り組むことができた。私たちの班では、事故の原因を当事者の意識や行動、子ども

に関する問題、道路環境、自動運転技術といった観点から整理した。特に、脇見運転や疲労、

ルール無視、「来ないだろう」という思い込みなど、人の意識に起因する問題が多いことを再

認識した。一方で、子どもたちが事故の恐ろしさを十分に理解できていない点や、道路整備が

完全ではない点など、個人の努力だけでは解決が難しい課題も多く存在していることが分かっ

た。その中で本班は、比較的早期に改善が見込め、かつ相互に関連している意識の問題、子ど

もへの教育、道路環境の三点に着目し、課題設定を行った。道路環境の改善だけでなく、人々

の意識改革を同時に進める必要があるという考えは、発表全体の軸になったと感じている。解

決策として提案した体験型の交通学習や地域参加型の道路点検活動は、知識として学ぶだけで

なく、危険を実際に体感することで行動の変化を促す点に意義がある。また、ポスターや看板

による注意喚起、信号設置の見直しなど、実行しやすく即効性のある対策を組み合わせること

で、短期的・長期的の両面から事故防止に取り組める点も強みである。写真で示したレインボ

ーロードの考え方は、光や音を活用して注意を促すという点で、新しい視点を持った提案であ

った。視覚情報だけに頼らず、音による注意喚起を組み合わせることで、高齢者や視力に不安

のある人にも配慮したユニバーサルデザインにつながっている。天候や時間帯に左右されにく

く、夜間や雨天、雪道でも効果が期待できる点は、地域特性を踏まえた内容である。一方で、

発表を振り返ると課題も明確になった。光や音による注意喚起は、周辺住民への迷惑や刺激へ

の慣れといった問題を引き起こす可能性がある。また、導入や維持にコストがかかる点、行政

や地域住民との調整が必要である点など、実現までのハードルも存在する。これらの課題を示

し、定期的な見直しや関係者の連携が不可欠であると述べた点は、現実性を意識した発表にな

ったと感じている。さらに、子どもを中心とした交通安全教育の重要性についても強く意識す

るようになった。子どもは危険を予測する力が十分に育っておらず、大人の行動を模倣する傾

向がある。そのため、学校での体験型学習だけでなく、家庭や地域全体で安全な行動を示すこ

とが重要であると感じた。また、高齢者にとっても視力や判断力の低下を補う環境整備が必要

であり、世代を超えた視点で対策を考える必要がある。また、地域参加型の取り組みは、交通

安全を自分事として捉える意識を育てる点で有効である。住民が道路点検や意見交換に関わる

ことで、行政任せではない持続的な安全対策につながると感じた。今回の発表準備や他チーム

の発表を通して、交通事故の問題は個人の不注意だけでなく、社会全体で取り組むべき課題で

あると強く感じた。完璧な対策を一度に実現することは難しくても、できることから段階的に



進めていく姿勢が、交通事故ゼロに近づくための第一歩になると考えた。さらに、他チームの

発表と自分たちの発表を比較して感じたのは、交通安全対策において「正解は一つではない」

という点である。あるチームは道路構造やインフラ整備を中心に据え、別のチームは人の意識

やモラルの向上を重視していた。それぞれの発表には説得力があり、どれか一つを否定するの

ではなく、複数の視点を組み合わせることが重要であると感じた。私たちの班が提案した、道

路環境の改善と意識改革を同時に進めるという考え方は、こうした多様な意見をつなぐ役割を

果たせる可能性があると考える。また、他チームの発表を聞く中で、数値やデータを用いた説

明の重要性も強く感じた。事故件数や年齢別の被害状況、時間帯や天候による事故の傾向など

を示すことで、問題の深刻さがより明確になる。私たちの発表は体験や身近な実感をもとに構

成した部分が多かったため、今後は統計資料や過去の事例を組み合わせることで、より客観性

と説得力を高めることができると考えた。加えて、交通安全対策を継続的に行うためには、評

価と改善の仕組みが不可欠であると感じた。一度対策を導入して終わりにするのではなく、事

故件数の変化や住民の意識の変化を定期的に確認し、必要に応じて内容を見直すことが重要で

ある。特に、看板やポスター、体験型学習などは慣れによって効果が薄れる可能性があるた

め、内容や方法を変えながら継続する工夫が求められる。今回の発表を通して得た学びは、交

通安全に限らず、地域課題全般に共通するものであると感じた。問題を正確に把握し、原因を

整理し、現実的な解決策を段階的に実行していく姿勢は、今後の学習や将来の社会生活におい

ても重要である。今回の経験を通して、身近な課題に対して主体的に考え、行動する意識が高

まったことは、大きな成果であった。今後は、日常生活の中で交通ルールを守るだけでなく、

危険に気づいた際に周囲に注意を呼びかけるなど、自分にできる行動を積み重ねていきたい。

そして、今回の発表で学んだ「人と環境の両面から考える視点」を忘れず、より安全で安心で

きる社会づくりに関心を持ち続けていきたいと考えている。 

 


